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千年の都・鴨川清流プラン

～具体的施策を進めるにあたっての配慮事項等について～

資料３



鴨川フォローアップ委員会、鴨川府民会議等での主なご意見

① 京都らしさ、鴨川らしさに対する配慮について

• 防災用の照明であっても、常時同じ部分に照明を当て続けることは、植物・動物に多くの影響を与
える。

• 光は成長量、寿命などに大きな影響を与える。植物では、照明が当たっている部分の紅葉は遅くな
る。水中の生き物（幼虫）は移動能力が乏しいので、影響が大きい。

• よりよい鴨川の保全にはホタルだけでなく、多くの生き物への配慮が必要である。

• 照明は、神社の境内に使われているような色合いなどを参考にすること。

• 落差工や護岸の改修時には、河床高をできるだけ下げて淵や深みの保全に配慮いただきたい。

• 魚道設置では、外来魚の性質を十分把握すること。

② 実施段階における配慮について

• 鴨川は、上賀茂神社、下鴨神社、貴船神社と深く関係があり、神聖な川であることを強調すべきで
ある。

• 京都ならでは、鴨川ならではの付加価値をつけた整備が大事である。

• 繁華街の中にあって落ち着いた空間があるのが、鴨川の大きな価値である。

• 型通りでなく、京都らしさを強調していただきたい。
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個々の施策の進め方

① 利用実態調査等の実施
鴨川における利用形態、課題やニーズの把握及び分析を実施し、具体的施策に反映

させる。

② 府民意見の反映
鴨川フォローアップ委員会、鴨川府民会議等で学識経験者や専門家、府民の意見を広く
聴取する。

③ ＰＤＣＡサイクルの実施
持続可能で効率的な整備や管理を行うための仕組みづくりを進める。

実施にあたって配慮すべき観点

① 京都らしさ、鴨川らしさを次世代に伝えるための観点
歴史、伝統・文化、景観、街との調和、品格を尊重する。

② 清流にふさわしい自然環境の保全、都市景観の形成の観点
鴨川にしかない自然環境、都市景観を保全する。

③ 新しい鴨川文化の発信の観点
既存の歴史、伝統・文化等を尊重し、府民や利用者のニーズを取り入れながら、新しい

鴨川文化を発信する。

3

具体的施策を進めるにあたっての取組み
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鴨川は、歴史や伝統・文化、芸術など様々な分野に関わりを持ってきた京都を代表する河川
である。これら洗練された京都の歴史、伝統・文化、景観、街との調和、品格を尊重しながら整
備を進める。

次世代に継承すべき鴨川

御土居（北区大宮御土居町）

高瀬川

みそそぎ川出雲阿国石像（四条大橋） 江戸末期の四条河原の様子

東海道の起点である三条大橋山紫水明処（京都市HPより）

（京都府「私たちの鴨川」より）



次世代に継承すべき鴨川

東寺

二条城

京都御所

城南宮

斎王代禊之儀

斎王代と女人たちが、身を清める儀
式。鴨川の水で御禊（みそぎ）を行う。

京都市HPより

下鴨神社

上賀茂神社

八坂神社～四条大橋

御手洗祭

平安朝のころ、節の変わり目に貴族
がみそぎをして罪・けがれを祓った。
これが民衆に伝わり、この日に御手
洗川に足をひたし、1年の無病息災
を祈る祭り。

京都市HPより

神輿洗

御神輿が八坂神社から四条大橋まで
運ばれ、当日午前中に鴨川から掬い
上げられた神事用水で清める儀式。

さいおうだいみそぎのぎ

みたらしまつり

みこしあらい

鴨川は神聖な川として尊ばれ、その水は宗教的儀式
に重宝される
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歴史的、文化的遺産が集積

東本願寺
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利用形態・実態の把握・分析

府民・利用者のニーズ把握・分析

課題抽出・整理

プ
ラ
ン
の
実
施

現状分析 課題抽出

配慮事項
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整備の進め方

利
用
実
態
調
査

京都らしさ、鴨川らしさに配慮した整備を進めるために、鴨川の歴史や伝統・文化、景観等を
整理、分析するとともに、利用形態、実態を把握する。さらに府民及び利用者のニーズの把握・
分析を行い、これらの結果を踏まえて課題抽出・整理を行い、配慮事項をとりまとめてプランに
反映させる。

歴史、伝統文化の整理・把握

検討プロセス
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花の回廊を整備した際の事例（参考）

花の回廊の整備にあたっては、計画のコンセプトを盛り込んだイメージパースを作成し、整備
内容や方法を確認し、整備を実施した。これら既往の手法等を参考にしながら、具体的施策を
進めるものとする。

花の回廊を整備した際に作成したイメージパース

京都らしい歴史性を演出する川づくりを進め、花と花見（人）、花と遊興
といった観点から花を媒介に現代における府民・市民の新しい交流空
間と京都の華やかな水辺空間の形成をめざした整備を実施。

• 現存の大木をできるだけ残しながら新しくシダレザクラを中心に色々
な里桜を植樹し、府民とともに次世代に通じる「平成の桜並木」をめざ
した。

• 京都の長い歴史で愛されてきた桜は、自生種であるヤマザクラやシ
ダレザクラをはじめとする味わいの深い色々な里桜である。これら里
桜は種類も豊富で、花の色や形、開花時期もいろいろで、風情を語る
京都らしい桜であり、植樹にあたっては、これらの里桜を中心に植樹
した。

• 鴨東線側に中低木による緑の垣根をつくり、西岸からの景観にも配
慮した。

• 京都の歴史性や伝統文化に配慮するため、石積護岸や石畳をとした。



• 鴨川の上流部の落差工は、北山等の背景と一体となって鴨川の美しい景観を構成する要
素の一つとなっており、魚道の設置位置や形状等の設計に際しては、景観の観点からの
検討も実施する。

• 魚道による連続性の改善とともに移動先の環境での生物の生息、繁殖環境の保全、再生
の観点からの検討を実施する。

• 検討にあたっては、専門家等の意見を参考にするとともに、他河川等の整備事例も十分
参考にする。
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鴨川にはいくつもの落差工があり、一様にとうと
うと流れ落ちる様は、鴨川を代表する景観を創
出している。（出雲路橋から上流を望む）

魚道設置に対する配慮事項

出町橋上流の落差工に設置された魚道



• 全体を通して展示内容に統一性が図られるよう配慮する。
→既設の鴨川ギャラリーに対してのアンケート、ヒアリング等を実施し、結果を踏まえた整

備を検討する。

• 全ての橋梁下に同じイメージのものを設置するのではなく、周辺景観との調和が図れるよう
に、色調や展示内容を工夫する。

• 支柱の色使いなどは、京都市の景観整備とも整合を図る。

• 利用者の増加を図るため、鴨川単独で考えるのではなく、例えば貴船神社、上賀茂神社、下
鴨神社など、鴨川と周囲のつながりのある施設や歴史等を紹介することで、鴨川への関心を
高め、理解を深めるよう努める。
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縦格子で京都らしさに配慮（検討イメージ）

京の町家をイメージ

鴨川ギャラリーに対する配慮事項



• 寺社をはじめ、周辺の施設等のライト
アップの仕方、手段などを参考にし、鴨
川らしさに配慮したライトアップとなるよ
うに検討を行う。

• 光があたることによって影響を受ける動
植物を把握し、一定の場所に常時光が
あたること等による影響がないか十分
検討する。

• 生物にとって影響のない照度や照らす
方向、点灯時間等を検討する。

• 必要に応じてフォトモンタージュなどで
整備イメージを事前に検証する。

半木の道におけるライトアップの事例
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ライトアップに対する配慮事項



利用場所と利用形態
具体的活動

利用場所 利用形態

高水敷

水面

水際

堤防

スポーツ

ジョギング、ウォーキ
ング、軽い運動、ス
ポーツ、サイクリング
など

散策 散策、散歩など

憩い
憩い、休息、夕涼みな
ど

観光 観光

デート デート

自然観察
自然観察、野鳥観察
など

水遊び 水遊び

コミュニケーション コミュニケーション

釣り 釣り

パフォーマンス 演奏、演舞など

通勤 通勤、通学

通過 通過

その他
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個々の施策の進め方ー利用実態調査等の実施

利用実態調査やアンケート調査等を実施し、鴨川における利用形態やニーズ等を的確に把
握分析し、具体的施策に反映させる。

具体的活動と利用場所・利用形態の一例 高水敷整備に対するアンケート調査

鴨川ギャラリーのアンケート調査（京都府HP）
（実施中）



12

個々の施策の進め方ー府民意見の反映

鴨川フォローアップ委員会、鴨川府民会議等で学識経験者や専門家、府民の意見を広く聴取
する。

鴨川府民会議の様子 鴨川フォローアップ委員会の様子



フォローアップ委員会において、各施策の実施状況や結果を点検する。これらの点検結果を
踏まえて、課題や新たに判明した問題点を分析し、改善策を検討する。必要に応じて計画を見
直し、次年度以降の整備に反映させる。このサイクルを繰返していくことを通じて、鴨川の河川
整備を点検し、常にその改善に努めていく。
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個々の施策の進め方ーＰＤＣＡサイクルの実施

『千年の都・鴨川清流プラン』の
ＰＤＣＡサイクル

フォローアップ委員会の様子

三条大橋上流の高水敷整備

丸太町橋下流の中州除去

Plan

Do

Check

Action

・フォローアップ委員会における点検

・高水敷整備や中州管理等の実施

・専門家や府民意見の反映
・課題や新たに判明した問題点を分析し、
改善策を検討

・『千年の都・鴨川清流プラン』


